




㸯． ⱥ語の用ἲでは、͆ the cats͇のように、」数ᙧの名モにᐃෙモがつく౛もあるのだが、こ
こでは༢数ᙧの名モྃに㆟論を㝈ᐃする。なお、」数のᑐ㇟をᢅう論理については、㣤田㝯『日
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学部新入生の情報教育におけるパソコン利活用について ICT 環境調査結果報告 




本学生命科学部は 1995 年から、薬学部は 2002 年から、新入生へのパソコン（以下、PC）の個人
所有による BYOD（Bring Your Own Device）教育を実践してきた。導入当初は、大学と自宅との ICT










年 4 月 6 日に薬学部で実施された全学ネットワークガイダンスおよび 2018 年 4 月 12 日に生命科学
部で実施された情報科学 I の時間を使って調査を実施した。 
アンケートは選択式を主体とし、一部自由記述を含むものとした。設問は（１）授業用ノート型
PC の選定理由（２）所有している PC について（３）ネットワーク環境について（４）PC の操作
について（５）高校での履修について（６）Word, Excel, PowerPoint について（７）情報の授業につ




学部、性別、入学前に自分専用の PC の所有についてχ2 検定（Q1-9, 12-20）および Mann Whitney














学とùƶ情報学Ɣ習 I、生命科学部では情報科学 Iと情報科学 IIが開ǿされている。
Õƿøǃ時Ɩで、220 Ýの無Ǖ LAN 用 AP が学内に設ǘされている。ほぼ全てのǿǙ室・実習室で
無Ǖ LAN が使用でき、50 室（54％）が全ġ対Ķとなっている。学内には ICT bスlムがżǈされ
ており、教育活Ìにおいては、LMS および教Íbスlムが活用されている（ñ 1）。 
 
 
ñ 1 東京薬科大学における ICT 環境 [1]よりĪ用 
 
４２．ICT 環境調査の結果 
全体では、685 名に配Ġ、675 Űを回Øし、632 の有効回答（回答ƞ 92.3％）がĲられた。内Ƕは、
薬学部生 455 名に配Ġ、455 Űを回Øした。有効回答数は 407（回答ƞ 89.5％）であった。生命科
学部生 230 名に配Ġ、225 Űを回Øした。有効回答数は 225（回答ƞ 97.8％）であった。 
回答を学部&とにȮ計した結果をñ 2a からñ 2c に設問&とに示す。 
 
（１）授業用ノート型 PC の選定理由 [Q2 および Q3] 
薬学部では Windows OS をŐ載したǫèを、生命科学部では MacOS をŐ載した Apple Ƹǫèを授
業用ノート型 PC（BYOD ƀ）として必őするよ、入学定者に対しておȸいしている。BYOD
ƀの選定のƊめ手になった項目を一つだけ選Rでもらった結果、学部によってƬなる結果となった
































































ス{ック 23.1％、Ě型ȋȢ性 22.2％、®Ȫや®Ƿ 17.3％、同Ǎ生と同ƀƾ 20.9％となり、ス{ック
やőĢ性をよりȠǮしてmの選択をしているとǛられる。 
薬学部では Windows OS をŐ載した Panasonic Ƹǫèを、生命科学部では MacOS をŐ載した Apple
Ƹǫèを本学大学生Òにて新入生パソコン（大学生Òm）としてǎしている（ǩ 1）。大
学生Òmをȇ入した人のÈàは、薬学部で 79.9％、生命科学部で 79.6％であった。 
薬学部生において«格がƊめ手となったと回答した学生 46 名の1、大学生Òmをȇ入
しなかった学生は 32 名（69.6％、回答者全体の 7.8％）であった。Windows OS Ő載ƀの選択ǟはĂ




な"、それ.れの本体«格、MacBook 12 inch ¥ 147,744（ƽȏ）、MacBookAir 13 inch ¥ 121,824（ƽ
ȏ）は、ȇ入û所によるȚいはない。 
 
ǩ 1 2018 年度新入生用の大学生Òmの概要 
m名 Panasonic Let’s Note MacBook 12inch MacBookAir 13inch 
型番 CF-SZ6 MNYM2J/A MQD42J/A 
OS Windows 10 Professional Mac OS 10.13 High Sierra Mac OS 10.13 High Sierra 
 8GB 8GB 8GB 
CPU Intel Core-i7 7500U Intel Core m3 M3-7Y32 Intel Core-i5 5350U 
HDD SSD 256GB SSD 256GB SSD 256GB 
ƩȰaイd 12.1 型ワイド 12 インi 13 インi 
ȠȢ 0.93 kg 0.92 kg 1.35 kg 




（２）所有している PC について [Q4、Q5、Q6 および Q7] 
入学前に（授業用に用意した BYOD ƀ以āに）自分専用の PC（gxットƀを含む）をňって
いた学生のÈàは 24.5％であった。薬学部で 19.2％、生命科学部で 34.2％と学部による差がǭられ
た（p < 0.001）。OS 別にみると、Windows OS ƀをňっていた学生のÈàは、薬学部で 16.0％、生命
科学部で 28.4％、MacOS ƀは薬学部で 4.9％、生命科学部で 12.0％であった。 
家族と¼用の PC（gxットƀを含む）を含めると、入学前に一Ýも PC（gxットƀを含む）
を所有していない学生はƮ無であった。gxットƀを除いて、mスクトップ型あるいはノート型
の PC を所有している学生のÈàは 76.3％であった。薬学部では 72.7％、生命科学部では 82.7％と





ñ 2a ICT 環境調査（１）および（２）の結果 [Q1~Q7] 
 







薬学部（％） 19.2 93.4 72.7 
生命科学部（％） 34.2 92.6 82.7 
全体（％） 24.5 94.7 76.3 
 
 
（３）ネットワーク環境について [Q8 および Q9] 
入学įの自宅環境において PC を使ったインgーネットŌǓができる環境にある学生は 96.0％で
あった。入学前のそれも 97.2％とほぼ同じÈàであった。 
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した学生をàわ,ると 22.8％であった。学部別にǭると、薬学部で 19.4％、生命科学部で 28.9％ 
と生命科学部の方が 9.5 }イント高かった（p < 0.001）。一方、ス~ートフォンの使用ǐ験について
は学部におけるȚいはǭられ+、かなり使いこな,ると回答した学生が 33.1％、あるƼ度使
るが 60.4％であり、àわ,ると 93.5％の学生がその操作には習ƙしているとǛられた。 
 
 
ñ 2b ICT 環境調査（３）および（４）の結果 [Q8~Q10, Q24] 
 
（５）高校での履修について [Q12、Q13 および Q14] 
高等学校ţȔ科での教科情報は、2013 年度の入学生よりƸ会と情報あるいは情報の科
学の1のど1らか 1 つを選択する選択必履修となっており、回の調査の対象者のĂ"が、い
+れかの科目を履修しているとǛられる。1 年生での履修が 54.6％、2 年生が 30.7％、3
年生が 22.0％であった。履修科目については、Ƹ会と情報が 60.4％、情報の科学が 22.2％
であった。Şŉ導要ȴにあった情報 Aが 12.5％、情報 B あるいは Cが 1. 7％Ċôした。授業




（６）Word, Excel, PowerPoint について [Q15、Q16、Q17、Q18、Q19、Q20、Q21、Q22 および Q23] 







のȳに高かった。学校とƈȌして、Power Point（26.4 }イントýÊ）や Excel（29.6 }イントýÊ）






















































































部では 81.3％と、生命科学部の 66.2％よりも 15.1 }イント高い結果となった（p < 0.001）。 
 
（ɉ）学部によるȚい 
χ2 検定の結果、学部による有意差がǭられた項目は、Q2 選定理由、Q17 学校での利用（PPT）、
Q4, 6 自分専用 PC、Q4-7 PC の所有の４項目であった。MHU 検定の結果、有意差がǭられた項目は、
Q10 PC がĲ意、Q11 PC 授業がč、Q21 使用ǐ験（Word）、Q22 使用ǐ験（Excel）の 4 項目であ
った。薬学部とƈȌして、生命科学部の新入生は、入学前から PC を所有した環境にあった学生の




































































































































































































































χ2 検定の結果、性別による有意差がǭられた項目は、Q2 選定理由、Q3 生Òでのȇ入、Q4, 6 自
分専用 PC、Q5, 7 家族¼用 PC、Q13 履修科目（Ƹ会と情報）の履修の 6 項目であった。MHU 検定
の結果、性別による有意差がǭられたのは、Q11 PC 授業がč、Q21 使用ǐ験（Word）、Q23 使
用ǐ験（PPT）、Q24 使用ǐ験（ス~|）の 4 項目であった（ǩ 3）。 
 


















ƨĈ（%） 16.9 29.6 75.6 28.3 90.6 40.7 10.4 12.4 29.6 
ąĈ（%） 9.5 42.2 83.7 20.9 96.0 48.6 6.5 5.2 36.3 





分専用 PC の所有者はƨĈ学生の方が高"、家族との¼用 PC の所有者はąĈ学生の方が高かった。




（１Ɂ）自分専用 PC の所有者について 
MHU 検定の結果、入学前から自分専用の PC をňっている学生との有意差がǭられたのは、Q11 
PC 授業がč、Q21 使用ǐ験（Word）、Q23 使用ǐ験（PPT）、Q24 使用ǐ験（ス~|）の 6 項目
す@てであった（ǩ 4）。一方、家族¼用の PC では、有意差はǭられなかったことから、自分専用
の PC の所有が、PC や ICT ƀíの利用ス[の醸成にĮȱをるとǛられた。 
 
ǩ 4 専用 PC の所ňによるȚいがあった項目 
 











所有者（%） 8.4 30.3 3.9 5.8 5.2 40.0 
ȯ所有者（%） 1.3 49.5 9.9 13.2 9.9 30.8 








生Òmをȇ入しなかった学生の特ĳとして、Ƃの 7 ƖがƴǸできた。1）自分用の PC をすで
にňっている、2）«格ȠǮ、3）PC の苦手意識がěない、4）PC を用いた授業へのčが¤い、5）
学校での PC の利用ƀ会がĂい、6）高等学校での PC の利用ƀ会がěない、7）ス~|を使いこな
している。¦をどのzでやるかによって、選> PC mがƊまって"る。近年では、高性ǡ




2003 年に高等学校ţȔ科に科目情報が必修化されてから 10 年以上がǐȗし、ICT の利活用
は日ģ生活においてもĦ"Ɛȓした。ǔÍƱ平成 29 年Ȕ¯利用Ìã調査によれ<、パソコン®
有Ģ数は、72.5％となっている[3]。ÓȦ東、Ïȩõ方では高"、ÏƏȘ・Ğでは¤い。薬学部
が BYOD を導入した前年（平成 13 年）の調査では 58.0％（ノートパソコンは 34.6％）であり、こ
の間に 14.5 }イントýÊしたものの、2009 年を境にƑě·ãにある。インgーネットのĢ利用
ƞは 83.9％であり、ż成員Ô£では、15-19 Ƅのインgーネット利用者の 91.7％が自宅で、54.2％が
学校でインgーネットを活用している。 
ȝǁ高校生のネット利用のƟƜにȦする調査（2014 年実施）[4]では、高校 3 年生のス~ートフォ
ンの利用時間は 161.9 分/日であるのに対し、PC の利用時間は 38.8 分/日とźめてěない。ス~ート
フォンの利用時間はąĈの方がȣ"、ƨą差は 54.1 分にもなる。その一方で、ąĈの PC の利用時
間はƲい·ãにある。 
OECD が 3 年&とに実施する、òȬ学生学É調査 PISA（Programme for International Student 
Assessment）では、生İの学校・学校āにおける ICT 利用Ɯƌの調査も同時に実施されている[5]。












































































2018 年度新入生の ICT 環境の調査を実施し、その結果を理解するƗに、高校生の ICT 環境にȦす
る調査結果とàわ,て報告した。BYOD により PC を利活用することが、šの新入生においてȠ
要であることを示した。PC の利用ǐ験がěない新入生に大学生Òmは支ňされており、情報科
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